
R７年度

明海中学校 研究計画について



昨年度の研究の成果と課題

成果
・自己内対話の実践から

自己決定力の向上

・体験的な活動が大切

課題
特別活動、総合的な学
習の時間を中心に自己
決定や体験的な活動、
人との関わりを通して
学ぶ活動が必要



研究主題

自ら答えを見出し実践できる生徒の育成

（問題発見・解決能力の育成）

～特別活動・総合的な学習の時間を核として～



２年計画で特別活動及び総合的な学習の時
間を軸に検証

特別活動

SEL

総合的な学習の時間

PBL



PBL(Project Based Learning)
プロジェクト型学習



PBL（プロジェクト型学習）とは

問題解決型学習、または、課題解決
型学習などとも呼ばれる。ＰＢＬで
取り組む問題は実社会に即したもの
であり、それらの解決策を考察する
ことで問題解決能力や思考力を育成
する。



PBLは探究学習の手法の一つ

PBLはグループでゴールを共有し、ゴールに
向けて課題解決を探究的に取り組む

学習の基本的な流れ



基本的な流れについて

・収集 ⇒様々な情報から読み取る、取捨選択、整理

・編集 ⇒見方、考え方を生かした思考、表現、分析、まとめ

・発信 ⇒伝える相手を明確にする

・評価 ⇒評価物を作成し、どう地域社会やその他大勢に伝え、役立

てられるか





SEL(Social and Emotional Learning)
社会性と情動の学習



①聴く（聞く）力、話す力、表現力

②認知力（自分のこと、相手のこと

を理解する力）

③自己コントロール力、粘り強さ

④規律力

⑤主体性、自己決定力、

自己実現（目標）に向かう力

⑥人間関係力、コミュニケーション

協働、協力

⑦思いやり、優しさ、気遣い

1. 自己への気づき

2. 他者への気づき

3. 自己のコントロール

4. 対人関係
5. 責任ある意思決定

SEL
(Social  and Emotional  Learning)  



SELの重要性を提唱し始めたアメリカのNPO団体
CASELは、育成を目指す社会的能力を次の５つに位置
づけており、これらはCore５（コア・ファイブ）とも
呼ばれている。

【SELで育成を目指す社会的能力】

1. 自己への気づき
2. 他者への気づき
3. 自己のコントロール
4. 対人関係スキル
5. 責任ある意思決定

6. 生活上の問題

防止のスキル

7. 人生の重要事

態に対処する

能力

8. 積極的、貢献

的な奉仕活動













SEL(Social and Emotional Learning)
社会性と情動の学習



これから先の進路で必要とされる力

①聞く（聴く）、話す力

②自分のこと、相手のことを理解する力（気づき）

③自分の言動を統制する自己コントロールの力

④規律を守る力（ルールを守る、時間を守る、忘れ物をしない）

⑤責任ある意思決定とそれを実行する力

⑥多様な人と良い関係を築き、協働する力

⑦人のために力を発揮しようとする意欲と実行する力

社会的能力（基本的生活習慣）



①聞く（聴く）、話す力

聞く（聴く）
・話のポイントを理解して聞き取る

・察する（相手の気持ちや状況を想像して理解する）

話す
・気持ち（感情）を伝える

・考えをわかりやすく伝える



②自己理解・他者理解（気づく）

自己理解
・自分の感情の変化への気づき

・根拠（理由）がある、自分の性格や得意・不得意の気づき（自己評価）

他者理解
・他者の立場に立った考え方ができる

・多様な人を認め、良好な関係を築ける力



③自分の感情・言動をコントロールする力

自己をコントロールする力
・ストレスマネージメント（イライラを対処、コントロールする力）

例 カッとなっても暴言暴力をしない、やり返さない、物や人に当たらない

・誘惑（欲求）に負けない（コントロールする）力

例 自分が好きなように行動したい、少しくらい〇〇してもいいだろう

大声出したい、寝たい、自分が楽しければいい、勉強から逃げたい

・目標に向かって前向きに努力し続けられる力（ポジティブシンキング）

・失敗や挫折から立ち直る力（レジリエンス）



④規律を守る力

ルールやマナー、約束を守る力
・それぞれの場所でのルールやマナー、約束を守って発言や行動が

できる力

・人を嫌な気持ちにさせず、迷惑をかけずに適切に発言や行動ができる力

・状況に応じて適した発言や行動を判断できる力



⑤責任ある意思決定と実行する力

責任ある意思決定力
・優先順位を、他者への影響を考えて、結果を予想して判断・決定する

・誘惑や欲求に左右されることなく、判断・決定する力



⑥多様な人と良い関係を築き、協働する力

人間関係を築く・協働する力
・悪口や陰口など、良くないことを一緒にやるような、良くない同調をしなけ

ればならないような悪いつながりを断る力

・場面に応じた言葉や態度を適切に判断し、適切に表現する力

・誰とでも良い関係を築き、協力して一緒に活動できる力

・互いを上下や勝ち負けで優劣をつけない価値観



⑦人のために力を発揮しようとする意欲と実行力

自分で気づき、自分から行動する力
・自分から動くために、他者の感情や状況に気づく力

・見返りを求めず、自分から人のために行動したり、手伝ったりできる力



これらの力を高めるために
様々な内容を学活や総合、道徳の時間
その他短い時間で行っていきます！

力をつけるには、前向きな姿勢と、実践、
継続すること。これからの進路のために。
最初の進路は・・・来年度です！



敬愛大学 土田雄一

令和７年度明海中学校校内研修会

「自ら答えを見出し、実践できる生徒の育成
－特別活動・総合的な時間を核として－」

ふるさと明海から世界へ羽ばたくグローバルな人材の育成へ

明海の子を明海で育て、そして、ふるさと意識の醸成



本日の内容

１ 本日の研究授業(渡部先生)

２ 今後の研究について

これまでの研究を生かして

3 「実践する場」(学年ごと)の設定を

4 おわりに



こんにちは！「ＥＮＦＰ」の土田です。



 MBTIは、個人の性格を16タイプに分類する性格診断法です。

 MBTIの基本

 正式名称: MBTIは「マイヤーズ＝ブリッグス・タイプ指標」の略で、
心理学者カール・ユングの理論に基づいています。

 目的: MBTIは、自分や他者の性格の傾向を理解し、コミュニケーショ
ンや人間関係を改善するためのツールです。優劣をつけるものではな
く、個々の「考え方や感じ方のクセ」を知ることが目的です。

 性格タイプ: MBTIでは、4つの指標（外向性/内向性、感覚/直感、思考
/感情、判断/知覚）を組み合わせて、16の性格タイプを定義します。

MBTI（Myers-Briggs Type Indicator）とは 自己理解
を助ける
ツール



指標 選択肢 意味

意識の方
向

Ｅ (外向) /
Ｉ (内向)

興味やエネルギーが外界（人・物）に
向かうか、内界（思考・感情）に向か
うか。

ものの見
方

Ｓ (感覚) /
Ｎ (直観)

現実の五感で捉える情報（S）を重視するか、
可能性や抽象的な概念（N）を重視するか。

判断の仕
方

Ｔ (思考) / 
Ｆ (感情)

論理や客観性（T）で判断するか、
価値観や共感（F）で判断するか。

ライフス
タイル

Ｊ (判断) / 
Ｐ (知覚)

計画的で秩序立てて行動（J）するか、
柔軟で臨機応変に行動（P）するか。



高校生や大学生は「自己紹介」の時に使うことも

ちなみに私は「ＥＮＦＰ」

ＥＮＦＰ（運動家）のあなたは理想主義を大切にする上、熱意と創造
性にあふれていて、活力に満ちた存在です。頭の中には常にエキサイ
ティングなアイデアや可能性が渦巻いていて、精力的に人生に臨むタ
イプなので、あなたのエネルギーに周りの人は巻き込まれていくで
しょう。他者に心から関心があり、またカリスマ性があるので、自然
と人をつなげるのが得意で、周りの人に多くのインスピレーションを
与える傾向があります。



渡部先生の授業の前に

教室内の雰囲気がよい

生徒との関係性がよい

賞状が「額」に入っているのがよい→
重みがある

チャレンジする
気持ちがよい！

なすことによって学ぶ！



渡部先生の授業について

まず「SEL」の「プログラム」での取り組みはよい。
→意識の流れを大切に！自分で課題を意識できるとよい
エゴグラム(自己理解・自己開示・他者理解)の活用

「なやみ相談室・あなたはカウンセラー」などの「事例」への助言
から話しやすくする

生徒と目的意識の共有

活動を増やす
自分ごとにするために

目的意識の共有
手がかりを生かす！



渡部先生の授業について

まず「SEL」の「プログラム」での取り組みはよい。
→意識の流れを大切に！自分で課題を意識できるとよい
エゴグラム(自己理解・自己開示・他者理解)の活用

「なやみ相談室・あなたはカウンセラー」などの「事例」への助言
から話しやすくする

生徒と目的意識の共有

活動を増やす
自分ごとにするために

目的意識の共有
手がかりを生かす！



渡部先生の授業について

学級活動（２）
ア 自他の個性の理解と尊重、より良い人間関係の形成

指導案から



渡部先生の授業について

SEL－８S（Social  and  Emotional  Learning）学習プログラムの
中で提示されている８つの価値項目

①自己への気づき（自分の感情への気づき、自己の能力の現実的評価 等）
②他者への気づき（他者の感情の理解、他者の立場にたてる、多様な人の存在の承認 等）
③自己のコントロール（情動のコントロール、挫折・失敗の克服、目標に取り組む能力 等）
④対人関係（協力的で健全な関係づくり、対人関係での問題解決、好ましくない行為の拒否 等）
⑤責任ある意思決定（選択肢と結果を考慮した意思決定、他者を尊重した決定、自己の決定に責任
をもつ 等）
⑥生活上の問題防止のスキル（自己の健康維持・管理・病気の予防、社会規範・法令を遵守 等）
⑦人生の重要事態に対処する能力（立場や置かれた環境の変化に対処する力、家庭生活の課題解決
と困難克服の力 等）
⑧積極的・貢献的な奉仕活動（身近な他者を手伝う・支援する・援助する力 等）

指導案から



変化したのは
なぜ？

指導案から



渡部先生の授業について

題材の目標

（１）自己の長所や短所に気づき、自分を理解する。
（２）他者の意見に耳を傾け、参考にして考えを深め、

意思決定する。
（３）他者を尊重し、適切な意見交換や協働作業を行う。

指導案から



渡部先生の授業について

本時の目標

①仲間の意見を聴いて尊重し、それを参考に意思決定する。

もう少し具体的にしたい

例①仲間の意見を聴いて自他の個性を理解するとともに尊重する態
度を養う。
②エゴグラムもとに、自己理解を深め、今後の活動を考えること
ができる。

ア.自他の個性の理解と尊重、より良い人間関係の形成

指導案から



渡部先生の授業について

【つかむ】
〇アンケートの結果を共有する。

〇自分のエゴグラムを振り返る

【課題提示】
自分のことを知り成長につなげるための手立てを考えよう！

指導案から



渡部先生の授業について

【さぐる】
〇作成したエゴグラムをもとに自分の長所と短所を書き出す。
→①
〇長所と短所についての原因を考察する。

【見つける】(グループを変えて２回実施)
４人グループにして他者から見た自分を確認しながら、アド
バイスを聞く（理由を添えて）→②

指導案から



渡部先生の授業について

【決める】
〇振り返りとアドバイスを参考に自分がこれからどんなこと
を実行していくかを決める。→③

〇感想を記入する。→④

指導案から



渡部先生の授業について

日時 生徒の活動 指導上の留意点
評価規準（目指す生徒
の姿）と評価方法

毎週金曜日に
自己評価
（３学期中）

長所を生かしている
か、短所の克服に向
けて実践しているか
を振り返る。

決めたことを実
践できているか、
自己評価を厳し
く行う。

生活ノート提出時に振
り返りプリントを提出
する。
言動を見取り、その場
で評価する。

３月の学活で自己
評価する

自分の生活を振り返
り、自己評価を行う。

本人の課題より、
良い言動を多く
伝えるとともに、
進路につなげる。

自己評価用紙をもとに、
本人から聞き取る。
普段の見取った様子を
伝える。

指導案から



研究について



令和6年度明海中学校区 グランドデザイン

ふるさと明海から世界へ羽ばたく

グローバルな人材の育成へ

明海の子を明海で育て、そして、ふるさと意識の醸成

◎相互理解・寛容

◎レジリエンス

◎Wellbeingな関係の醸成

「リスペクトアザーズ」
幼・小・中の

日常生活で育むもの

「自分を好きになる」



【学校教育目標】

学ぶ喜びと 思いやりにあふれ、たくましく生きる生徒の育成
～絆と希望を胸に、夢の実現へ～

【目指す 生徒像 】

1.主体的に学ぶ生徒

2.多様な価値観を認めながら、協働的に活動できる生徒

3.心身の健康に留意する態度、折れない心をもつ生徒

令和7年度明海中学校



【本年度の重点目標 】

●指導と評価の一体化による教育実践

●集団や社会の形成者としての見方・考え方の育成

●健康で安全な生活を実践する能力と態度の育成



【研究主題 】

自ら答えを見出し 実践できる生徒の育成

（問題発見・解決能力の育成）

～特別活動・総合的な学習の時間を核として～



【研究の内容及び方法】

特別活動 →主に「構成的グループエンカウンター」を取り入
れた 授業実践、授業改善
特別活動→生徒主体の話し合いによる学級活動、生徒会活動の
構築
総合的な学習の時間 →本校の実態に即したテーマ、探究 課題
の設定および授業実践、授業改善
全教科領域→指導と評価の一体化に基づく資質・能力の育成
・デジタル教材やデジタルツールを効果的に使い、個別最適な
学びや対話的・協働的な学びの実践

導入により、何を目指
すのか？



令和7年度研究の見通し

・先行研究や参考文献などにより、「特別活動」「総合的
な学習の時間 」の知見を深め、今後の研究の筋道をつ
ける。

・「特別活動 」「総合的な学習の時間」にお いて資質・
能力の育成 へ の有効性を検討し、授業改善を行う。

・各教科について、指導と評価の計画に基づき授業実践。
また、授業の有効性を検証し、計画の改善を図る。

１年目

研究・実践の評価をどうするか？



令和7年度研究の見通し

・1 年目の成果と課題に基づき、授業実践及び授業改善
を行う。

・講師を招き、 研究に対する知見を深め、さらなる授業改
善を行う。

・授業公開の実施（県指定）

・「特別活動」「 総合的な学習 の時間 」 のカリキュラム
の完成

２年目

研究・実践の評価をどうするか？



令和7年度研究の見通し

・2年目の成果と課題に基づき、授業実践及び授業改善
を行う。

・2年間の実践をもとに、再度検証を行い、育てたい資質
能力についての手立ての充実を図り、 3 年間の研究の
まとめをする。

３年目



社会性の育成

SEL－８S学習プログラム
Social and Emotional 
Learning（通称SEL）は、
日本では「社会性と情動の
学習」



【SELで育成を目指す社会的能力】

1. 自己への気づき 2. 他者への気づき

3. 自己のコントロール 4. 対人関係

5. 責任ある意思決定 6. 生活上の問題防止のスキル
7. 人生の重要事態に対処する能力

8. 積極的、貢献的な奉仕活動



【問題発見・解決能力の育成のためのアプローチ】

～総合的な学習の時間における「プロジェクト型学習
（PBL:Project Based Learning）」の導入～

プロジェクト型学習（PBL：Project Based Learning ）は、
問題解決型学習、または、課題解決型学習などとも呼ばれ
る。PBLで取り組む問題は実社会に即したものであり、それ
らの解決策を考察することで問題解決能力や思考力を育成
する。



【総合的な学習の時間（PBL）とSELとの関連について】

① PBLを効果的にする基盤としてのSEL

Ａ 自己理解、他者理解、自己管理：

Ｂ 対人関係スキル：

Ｃ 責任ある意思決定：

② SELを実践・強化する場としてのPBL

Ａ 社会意識の向上：

Ｂ 自己認識：

相乗効果



令和7年度研究の見通し

・SELおよびPBLについての調査・研究

・日本PBL研究所主催によるPBLメッセへの参加

・SEL-８研究会（代表：小泉令三）主催によるSEL-８教員等
研修会への参加

・SEL先進校（広島県府中町立府中緑が丘中学校）視察

・PBL校内研修（講師：元入船小学校 酒井正恵 主幹教諭）

・SEL-８Sプログラムを導入した特別活動の実施

１年目

研究・実践の評価をどうするか？



今後の研究について

・1年目の評価(成果と課題)をどう生かすか

・教員の課題意識の共有

①問題発見・解決能力を念頭に置いた特別活動（学級
活動）の実施

・独自の特別活動（学級活動）のカリキュラム作成

②PBLを導入した総合的な学習の時間の実施

PBLを導入した総合的な学習の時間のカリキュラム作成

2年目



学校＋地域とかかわる

「共通の思いがあること」＋「行動(言動・体験)があること」

「社会参画」意識を育てる

ＰＢＬとして祭りに出店・出品

教師のＰＢＬ



「思いやりのある大人との関係性」

「学校の諸活動への有意義な参加と貢献」

地域とのかかわり

明海中学校区の
連携活動



宮古紀宏氏(国立政策研究所)



祭りに出店・出品

教師は「伴走者」として

ふるさと意識・社会参画
地域風土を創る(提案)

実践の振り返りと評価を意識して取り組む



「カリキュラム・マネジメント」による道徳教育の推進

※道徳授業+他教科等

道徳授業+特別活動の行事（体験活動）

道徳授業+総合的な学習の時間（PBL・体験活動）

体験による「実感」と「発見」
「気づき」を大切に



おわりに

〇研究への評価をどしていくか

自ら答えを見出し 実践できる生徒の育成

（問題発見・解決能力の育成の成果をどう測るか）

〇教師は「伴走者」を意識して

◎地域への愛着「シビックプライド」

◎「リスペクト・アザーズ」(特活で)

明海中学校での
継続実践と
「評価」を

継続は力なり

地域との関わりがな
くては育たない



1

生徒の人間関係能力を育てる取組
～SEL-8Sの実践を通して～

小泉 令三

（福岡教育大学名誉教授）

© Reizo Koizumi

○「社会性と情動の学習」(SEL)の必要性

○SEL-8Sの概要と実践例

○SEL-8Sの成果

○まとめ

学校心理学における教育的ニーズと
心理教育的援助サービス

石隈利紀 (2007) 
(C)Reizo Koizumi

・事前の指導
・予防・開発的

社会性（人間関係能

力）が育まれることによっ

て自尊心が高まり，規範

意識・行動や学習規律が

身につく。それによって，

基礎・基本の学習が成立

し，さらに応用力を身に

つけ，学校生活に適応す

ることができるようになる。

社会性（自己の捉え方、
他者との関わり方）

基礎・基本
（読み、書き、算数、体力）

応用力
（問題解決能力）

学校 家庭 地域社会

学力・学校適応と人間関係能力の関係
（小泉）

規範意識・行動
学習規律，自尊心

社会性と情動の学習（SEL-8S）の導入と実践（ミネルヴァ書房，小泉, 2011)
(c)Reizo Koizumi 3

現 代 は

遊び 買い物 移動

子ども達を取り巻く環境の変化

生活体験の質と量の変化 → 人間関係能力の変化

人間関係 人間関係 人間関係

人間関係 人間関係 人間関係

©2014 Mifuchi

(c)Reizo Koizumi 4

5

社会性を育成するには

従来は，家庭や地域社会で，社会性を身に
つける機会や場面が提供されていた

例：遊び，買い物，交通手段・・・・

現在は，意図的・計画的に育成する必要あり

→ 社会性と情動の学習（SEL)
Social and Emotional Learning

自己の捉え方と他者との関わり方を基礎とした，

対人関係に関するスキル，態度，価値観を育てる

学習 （多くの教育プログラムの総称）

(c)Reizo Koizumi

SELとCASELとSELプログラムの関係（アメリカ）

(C)Reizo Koizumi

目的地

善良な市民＝知識，責任

感，思いやりのある人

小泉令三（2023) 社会情動的（非認知）能力の発達とソーシャル・エモーショナル・ラーニング（SEL）の実践 －学習支援
及びメンタルヘルスへの貢献― 指定討論 教育心理学年報, 62, 235.

アメリカ及び日本で，成績向上や問

題行動減少などの成果がレビュー

論文で報告されている。アメリカでは

さらに，経済効果が大きいとの論文

も出ている。

キャセル
（アメリカのNPO）

浦安市立明海中学校 研修会 2026年2月26日

　　小泉 令三 1



「生徒指導提要」で紹介されている“新たな手法等”
（2010年旧版，p.109)

• （構成的）グループエンカウンター

• ピア・サポート活動

• ソーシャルスキルトレーニング

• アサーショントレーニング

• アンガーマネジメント

• ストレスマネジメント教育

• ライフスキルトレーニング

（注）これらはすべて「社会性と情動の学習」（social and emotional 
learning = SEL)として位置づけることができる。

知識とスキ
ル（技術，コ
ツ）の習得を
目指している

SEL-8Sでねらいとする8つの能力

＜基礎的な社会的能力＞

ａ．自己への気づき

ｂ．他者への気づき

ｃ．自己のコントロール

ｄ．対人関係

ｅ．責任ある意思決定

＜応用的な社会的能力＞

ｆ．生活上の問題防止のスキル

ｇ．人生の重要事態に対処する能力

ｈ．積極的，貢献的な奉仕活動

(Social and Emotional Learning of 8 abilities at the School)

※多数のSELプログラムの
中の一つのプログラム

© Reizo Koizumi

社会性と情動の学習（SEL-8S）の導入と実践（ミネルヴァ書房，小泉, 2011)

SEL-8Sの８つの社会的能力と学習領域との関係（中学校）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

進
路

問
題
防
止

ス
ト
レ
ス
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト

関
係
づ
く
り

伝
え
る

自
己
・
他
者
へ
の

気
づ
き・
聞
く

基
本
的
生
活

習
慣学習領域

社会的能力

○○○○自己への気づき

○○○他者への気づき

○○○○○自己のコントロール

○○○○対人関係

○○○○責任ある意思決定

○
生活上の問題防止の
スキル

○
人生の重要事態に対
処する能力

○
積極的・貢献的な奉仕
活動

(c)Reizo Koizumi 9

活
動

授業の進め方

•ねらいを確認する

•ポイントの提示

•教師がモデルを見せる

•子どもがロールプレイをする
•くりかえし練習する

•ポイントの確認
•自己決定，決意表明

導入・説明

話し合い

モデリング

ロールプレイ

振り返り・まとめ

次の学習場面や
日常生活への展開

・「点から線へ」
•日常場面での指導
•賞賛，強化

© Reizo Koizumi

気づきとコツ

行動の定着化

能動的な学習を支える力
○他者と関わる力 （←教室での学びに必要）

・他者の話を聞き，理解する。

・自分の考えを伝える。

・互いの意見を交流する。

・他者との調整（意見，利害など）

○自分をマネジメントする力

・感情・情動のコントロールやマネジメント

・時間，金銭，必要物品の管理

(C)Reizo Koizumi

感情の認知：感情語の獲得

このところ、小学４年生の娘が寝る前に私の部屋へ話しに来
る。話題は学校の人間関係だ。

その日は学校で、友だちに「あなたがやってよ」と、プリン
トを集める作業を無理に押しつけられたという。「どんな気持
ちだった？」と聞くと、娘は答えた。「頭がぼーっとして後の
授業が聞けなかった。あの子は自分がそうされたらどう思うの
か考えた」

彼女はもやもやしている。「ふーん。それ、ショックを受け
て悲しかったんじゃない？ それからちょっとムカついたのか
もね」と私が言うと、「そうかも！」とうなずく。

「友だちに一方的なことされたら、ショックで悲しいのは当
然だよ。ムカついちゃうのも当たり前」。「そっかぁ」と娘は
少しスッキリした様子だった。（一部，省略）

（貴戸理恵の十人十色）一生続く悩みだから 朝日新聞 2019.11.20 朝刊
12 (c)Reizo Koizumi

浦安市立明海中学校 研修会 2026年2月26日

　　小泉 令三 2



「自分の体で好きなところ」

(中A1
「どうぞよろしく」）

©Reizo Koizumi

○○が△△

能動的な学習を支える力
○自分をコントロール&マネジメントする力

（←基本的生活習慣に必要）

©Reizo Koizumi

能動的な学習を支える力
○他者と関わる力 （←教室での学びに必要）

・他者の話を聞き，理解する。

・自分の考えを伝える。

・互いの意見を交流する。

・他者との調整（意見，利害など）

©Reizo Koizumi

“聞く”（聴く）の３つのレベル

① 物理的に音が入ってきている。

音を認識していないこともある・・・

② 聞いて情報を得ている。

③ 情報だけでなく，感情を認知している。

(c)Reizo Koizumi 18

中２（B1）
「“聞く”と“聴く”」

冷静に伝える
＜こころの信号機＞を

使おう

 まずは一呼吸する

 “ひょっとしたら”

“もしかして”の

状況分析

 適切な行動を考える

「 Ｉ メッセージ」
(c)Reizo Koizumi 20

浦安市立明海中学校 研修会 2026年2月26日
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中C4 冷静に伝える

「 You メッセージ」と「 I メッセージ」

①友だちにメールを送ったのに，いつまでたっ
ても返信がない。

 なんですぐ返信しないの。

 冷たいな。

 少し心配だな。

 何かあったかと気になった

You

I

(c)Reizo Koizumi 21

冷静に伝える

「 You メッセージ」と「 I メッセージ」

②友だちに貸したマンガが，いつになっても
返ってこない。

You

I

(c)Reizo Koizumi 22

実践例
中学１年生での「トラブル解決学習」

中学１年生の学級担任の先生の場合

・今度，クラス・マッチがある

（サッカー，バレー・ボール）

・盛り上がるが，必ず問題が起こる・・・

「あの班がいるから，うちのクラスは・・」

(c)Reizo Koizumi 24

トラブル解決のための４ステップ

１ 自分のやりたいことを明らかに

する。

２ 解決策をできるだけ多く考える。

３ 結果を予想する。

４ 解決策を決める。

(c)Reizo Koizumi 25

(c)Reizo Koizumi 49 (c)Reizo Koizumi 50

浦安市立明海中学校 研修会 2026年2月26日
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練習プリント

こんな時どうする？

同じ学級の友達の一人があなたに腹を立

てているようです。しかしあなたには理由が思

い当たりません。その人とはそれほど親しい

仲ではないのですが、放っておいたら、ます

ます悪い雰囲気になってきました。

(c)Reizo Koizumi 51

スキル１：問題をどうしたいか？（良い関係に戻す）

スキル２：解決策をできるだけ多く考える

スキル３：結果を予想する

スキル４：解決策を決める

解決策１ 解決策２ 解決策３ 解決策４

結果１ 結果２ 結果３ 結果４

(c)Reizo Koizumi 53

１２月の生徒アンケート （人）

７組６組５組４組３組２組１組

６１５８１０３２１１１８とても楽しい

２４１９２０２２４２１１６楽しい

４０６２０２２
あまり楽しく
ない

１１０００００全く楽しくない

１００００００無回答

(c)Reizo Koizumi 55

SEL-8Sプログラムに関する教師の感想

 生徒指導の中で、教師が大切だと考えている
事柄を、授業を通して子どもに理解させること
ができた。

 ＳＥＬｰ８Ｓプログラムの実施が、子どもの落ち
着いた生活に役立っている。

 子どもが日常生活で直面するような具体的な
活動が多いため、日常生活に活かすことがで
きている。

(c)Reizo Koizumi 59

Ａ中学校での４年間（H27～30）の実践

生徒指導の状況

問題行動と不登校生徒が減少

問題行動の状況

不登校生徒数（全校生徒に対する割合）

H30H29H28H27

18
(3.3%)

21
(3.5%)

22
(3.6%)

34
(5.4%)

人数

H30H29H28H27

47107112153件数

小泉令三 (2020）. 公立A中学校の４年間にわたる社会性と情動の学習「SEL-8Sプログラム」の実
践－アンカーポイント植え込み法の観点からの検討－ 福岡教育大学紀要, 69(6), 53-60.

Ａ中の学力の変化（全国学力・学習状況調査）

学力が向上した

（実施教科ＡＢの県平均との差を合計）

2.5 3.2 
0.5 

11.0 

21.0 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

小泉令三 (2020）. 公立A中学校の４年間にわたる社会性と情動の学習「SEL-8Sプログラム」の実
践－アンカーポイント植え込み法の観点からの検討－ 福岡教育大学紀要, 69(6), 53-60.

H２９の中３は，実

践が開始された
H27に入学

長期の実践で効
果が見られるよう
になった。

浦安市立明海中学校 研修会 2026年2月26日
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Ａ中の学力の変化（全国学力・学習状況調査）

過去５年間の無答率（％）

（実施教科ＡＢの全国平均との比較）

小泉令三 (2020）. 公立A中学校の４年間にわたる社会性と情動の学習「SEL-8Sプログラム」の実
践－アンカーポイント植え込み法の観点からの検討－ 福岡教育大学紀要, 69(6), 53-60.

A中は，H27より
SEL-8Sを実践。
H29の中3生は，
H27の入学時から
SEL-8Sを学習して
きた。

長期の実践が必
要と言える。

授業の留意点

ロールプレイや話し合い，発表などがスムーズにで
きる環境をつくる。（学習の約束）

この授業のねらいを明確に示す。

この授業を行う意味を説明し，子どもを動機づける。

導入・説明のポイント

学習の約束（S中学校）学習の約束（S中学校）
① 自分自身を振り返りながら考えよう。
② ふざけてやらないこと。
③ 友達のやっているのを見て，

よいところを見つけられるようにしよう。
よいところを見つけたら，友達に伝え
よう。

64

ロールプレイのやくそく

① じゃまをしない

② ふざけない，ひやかさない

③ 全員で参加して協力する

④ グループの話し合いを大
切にする

(c)Reizo Koizumi

授業の留意点

学習した内容を掲示する

学習したスキルを使える場を設定する

– 朝の会，帰りの会

– 家庭学習（宿題）

学習したスキルを日常場面で使っていたら，しっか

りほめる

日常生活への展開

(c)Reizo Koizumi 66

「点から線へ」：学校行事や他の学習との関連づけ

(C)Reizo Koizumi

小F8 「絶対ダメ！」
薬物乱用の誘いの断り方学習

小：外部講師による「薬物乱用
防止教育」

小D4「みんなで力を合わせて」
互いの意見の尊重と協力の学習

小：学習発表会の発表内容決定
の話合い

中C5「上手な教え方」
下級生への上手な指導や助言
方法の学習

中：体育祭での縦割りグループ
での上級生としてのリード

中G2「私の“夢”」
進路選択の手順を確認し，「進
路決定プロセス」を作成する。

中：職場体験学習とその振り返り

社会的能力
↓

・自尊心
（自らを価値ある存
在と認める態度）

・規範意識

＋

犯罪や問
題行動に
関する科
学的知識

問題行動の
被害・加害の
予防

・規範行動

自己の行動を振り返る力，他
者の痛みの認知，

時間，金銭の管理能力

↓

自分を大切にしようとする思い

他者を尊重する規範意識

スマホ等の危険
性，利用時の注
意点

スマホ等の適切
な使用

＋

例

スマホの利用に関する有効な予防教育

(C)Reizo Koizumi

年間８回の授業実践計画をお勧めしています

69(c)Reizo Koizumi

浦安市立明海中学校 研修会 2026年2月26日
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本日のポイント

 人間関係能力（社会性）が，子どもの学校適応の基礎部分
にあると考えられる

★ 生活体験の変化，対人関係の経験減少

 社会性の育成には，気づきを促し，コツを教えるために，社
会性と情動の学習「SEL-8S」プログラムを利用できる

★ “基礎体力づくり”，８つの社会的能力

 SEL-8Sの長期的実践で教育効果が見られる

★ 問題行動の減少，課題状況の改善，学力の向上

 SEL-8Sの導入と展開のポイント

①試行とそこでの教師の手応え

②「点から線へ」の指導計画

③組織的な取組と教育課程への位置づけ

SEL-８Sの理解と実践のために
「子どもの人間関係能力を育てるSEL-8S」

(全３巻 ミネルヴァ書房 刊行 ２０１１年９～１1月)

①社会性と情動の学習(SEL-8S)の導入と実践

②社会性と情動の学習(SEL-8S)の進め方

－小学校編－

③社会性と情動の学習(SEL-8S)の進め方

－中学校編－

(c)Reizo Koizumi 71

72(c)Reizo Koizumi

ご参考までに

「教師のための社会性と情動の学習
（SEL-8T）

～人との豊かなかかわりを築く
１４のテーマ～」

ミネルヴァ書房

「紙芝居作成ブック
こどものきもちを育む♪CD-ROM付き」

世界文化社

幼児用の社会性と情動の
学習プログラム（SEL-8N）です。

(C)Reizo Koizumi

耳寄りな情報！
ホーム・ページで次のようなものが得られます。

https://sel8group.jp/

（エス・イー・エル）

「SEL-8S（小中学生用）について」を選択

・ユニットごとの授業用資料（プリント，ポスター）

・評価用資料（アンケート用紙，結果集計ソフト）

・保護者用ワークショップ資料（小学校）

・Q＆Aコーナー

(c)Reizo Koizumi 74

ホームページでの情報提供

75

該当のタブ
を選択
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ホームページでの教材の提供
（学習プリント，ポスターなど）

76

ホームページでの教材の提供

77中Ｃ１「わかりやすく伝えよう」(c)Reizo Koizumi

ホームページでのアンケートと
集計ソフトの提供 （小３～高校）

78

ホームページでのアンケートの提供

79「規範意識・規範行動」のアンケート(c)Reizo Koizumi

ホームページでの集計ソフトの提供

80

「ＳＥＬ８つの能力」尺度の集計結果（個人）
偏差値で表示，1回目と2回目の比較が可能

(c)Reizo Koizumi

提案：評価方法について

(1) 授業ごとの達成度評価
①必須のスキルの理解度（例：語呂合わせの言葉等）

②スキルの利用可能性（例：ロールプレイがうまくやれた）

③スキルの使用意欲（例：これから使いたい）

↓ 実施例

(C)Reizo Koizumi

(2) 自己評価＋行動面での変容（問題事象，学力など）
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構
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案
 

A
基
本

的
生
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習

慣
 

B
自

己
・
他

者
へ
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気
づ
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く
 

C
伝
え
る

D
関
係
づ
く
り

E
ス
ト
レ
ス
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト

 

F
問

題
防

止
G

進
路

H
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

１
年

(A
1)

同
級

生
へ

の

あ
い

さ
つ
「

ど
う
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ろ

し
く
」

(A
2)
規

範
遵

守
「
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」

(B
1)

他
者

理
解
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“
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”
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」
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意
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え
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」
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解
決
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友
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＆
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レ

ス
マ
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メ
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ト

Ⅰ
」

 

(F
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万
引

き
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止

「
ダ

メ
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万
引

き
！

」

(F
2)
喫

煙
防
止
「

タ

バ
コ

っ
て

か
っ

こ

い
い

？
」

(G
1)

自
己

理
解

「
“

私
”

の
い

い
と

こ
ろ

」
 

(H
1)

学
校

で
の

ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア
「
学

校

で
の

ミ
ニ
ボ

ラ
？

」
 

２
年

(A
3)
時

間
管

理
「

時

間
を

大
切
に

」

(A
4)
整

理
整

頓
「

道

具
の

管
理
」

(B
2)
自

己
理

解
「

短

所
を

乗
り

越
え

る
！

」

(C
3)

非
言

語
に

よ

る
伝
達
「
し
ぐ
さ
と

態
度

の
コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」

(C
4)
感
情
伝
達
「
冷

静
に
、
伝
え
る
」

 

(D
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携
帯
電
話
「
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え
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コ

ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

(D
4)
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決
「
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」
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＆
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ス
マ
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ジ

メ
ン

ト

Ⅱ
」

 

(F
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「
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テ
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に
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え

よ
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！
」

(F
4)

薬
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用

防
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「

他
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事
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い
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＆

覚
せ

い
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」

(G
2)
進

路
選

択
「

私

の
“

夢
”
」
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地
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で
の

ボ

ラ
ン

テ
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「
地
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で
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ボ
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ン
テ

ィ

ア
」

３
年

(A
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人
へ

の
あ
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さ

つ

「
状

況
に

応
じ

た

あ
い

さ
つ
」

(A
6)

金
銭

管
理

「
“

見
え

な
い

お

金
”

の
使
い

方
」

(B
3)

 
他

者
理

解

「
“

私
”
へ
の
思

い
」

(C
5)
意
思
伝
達
「
上

手
な
教
え
方
」

(C
6)
意
思
伝
達
「
初

対
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で
の
話
し
方
」

(D
5)
関
係
維
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「
携

帯
電
話
の
マ
ナ
ー
」

(D
6)
協
力
関
係
「
ク

ラ
ス
の
友
だ
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」

(E
3)

サ
ポ

ー
ト
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求
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ス
ト
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ス
マ
ネ

ジ
メ
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Ⅲ
」
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」
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て

る
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や
せ
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？

」
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決
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進

む
道
」
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学
校
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の

ボ
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ン

テ
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ア
「
最

高
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に
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っ

て
」

 

内
容
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成

案
で

の
主

テ
ー

マ

・
あ

い
さ
つ

・
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範
遵
守

・
時
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・
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管
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・
自
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理
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他

者
理
解

・
感
情
伝
達

・
意
思
伝
達

・
非
言
語
に
よ
る
伝

達
 

・
協
力
関
係

・
問
題
解
決

・
携
帯
電
話

・
ス
ト
レ
ス
認
知

・
ス
ト
レ
ス
対
処

・
サ
ポ
ー
ト
希
求

・
万

引
き
防

止
・

喫
煙

防
止

・
精

神
衛
生

・
薬

物
乱
用

防
止

・
性

教
育

・
健

康
教
育

・
自

己
理
解

・
進

路
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択

・
進

路
決
定

・
学
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で

の
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ラ
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ア

・
地

域
で
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ン
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ア
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